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要旨

国立大学法人における教育実習実施状況を調査 した (調査時期 平成 24午 11月 )。 調査の目的は,本学にお

けるカリキュラムの改訂に伴う教育実習の実施時期の変更や教育実習関連科目の見直しのために,全国の国立大

学法人が取 り組んでいる教育実習の実施状況を参考資料 として把握することである。調査結果から,国立大学法

人における教育実習を実施 している学年,時期,実習関連科日,各大学が抱える課題等が明らかとなつた。

キーワー ド:教育実習,教員養成

1 はじめに

静岡大学教育学部では,平成 24年度に ミッション

の再定義の検討を行 うと共に,教育学部全体のカリ

キュラムを検討するためにワーキンググループを立ち

上げた。ワーキンググループでは,カ リキュラムを検

討するにあた り,教員養成系大学においては卒業要件

や教員免許取得上必修となる教育実習のあり方につい

ても議論を重ねたてきた。議論の過程で,静岡大学教

育学部の 7校の附属校 (小学校 2校 , 中学校 3校,幼

稚園 1校,特別支援学校 1校)と も協議を行つた。協

議の過程で,全国の国立大学法人における,教育実習

に関して以下の 5項 目の内容を調査することが決定し

た,

A)教 員免許に関わる卒業要件

B)教 育実■
lを 行う学年と時期と期間

C)教 育実習校の附属学校 と公立学校の害1合

D)現 在の制度において検討が必要 とされている課

題

E)教 育実習に関わる授業科日

これ らを明らかにすることで,本学におけるカリ

キュラム改訂に伴う教育実習の実施時期や教育実習関

連科目を見直す際の手がかりになると思われる。本報

告では,調査結果について述べる。

2 調査方法

上記 Aから Eの 5項 目に関わる調査のために,全

国の国立大学法人の教育実習担当にアンケー トを依頼

した。実施時期は平成 24年 11月 である。その結果

39大学より回答を得た。アンケー トの質問項 目と質

問項目と第 1章で述べた AからEの調査内容との対応

関について述べる。アンケー トの質問項目は,次の 1

から 10で ある。

1 大学 学部名を教えてください。

2 貴学の教員免許に関わる卒業要件について教え

て下さい。

3 貴学の教育実習の実施学年と時期および実習期

間について教えてください。

4 教育実習を実施する学校について教えて下さい。

5 現行の教育実習を開始 した年度を教えて下さい。

6 教育実習に際 して,そ の学期に開講 している授

業では,補講等をどのように行つていますか。

7 教育実習科 目に関する質問

① 教育実習に直接的に関わる授業科目があ

りますか。

② ①で 「はい」と回答の場合, どの科目が

どのように関わつているか教えてくださ

8 附属学校における実習に関する質問

① 実習期間中,実習生への指導に大学教員

が体系的に関わつていますか。

②  ①で 「はい」 と回答の場合, どのように

関わつているか教えてください。

③ 附属学校に,教育実習カリキュラム等を

専門的にコーディネー トする教諭がいま

t/Jヽ。*静岡大学教育学部
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9

10

教育実習を中心とする 4年間の教育臨床体験の

体系*(*教 育実践活動や教育ボランティア活

動などがカリキュラムの中に体系的に位置づけ

られていること)が貴学にはありますか。

教育実習に関 して,貴学が現在検討の必要を感

じている課題や問題点等がありましたら教えて

下さい。

設定されているのか確認することを意図した。

3 結果

31 教員免許に関わる卒業要件

質問 2「 貴学の教員免許に関わる卒業要件について

教えて下さい。」における卒業要件に関しては,各種

専攻教科の免許のみ (以後,単免と記す)を卒業用件

と課 しているのか,それ とも複数免許 (以 後,複免と

記す)を課しているのか調査 した。調査において特別

支援教員の免許は必然的に特別支援以外に小学校一種

免許 (以後,小一免と記す)ま たは中学校一種免許

(以後,中一免と記す)が必要となるため,特別支援

に関しては単免とカウン トした。また中一免許取得は

高校一種免許や (以後,高一免)や高校二種免許も併

せて取得できるため,中一免と高一免または高二免の

両方を卒業要件に課 している場合も単免とカウン トし

た。従つて,小一免と中一面,幼稚園一種免許 (以後 ,

幼一免と記す)と 小一免の組み合わせ等を卒業要件と

課 している場合を複免とした。調査結果を表 1に示す。

表 1教員免許に関わる卒業要件

卒業要件 大学数

単免

複免 6

課 さない 7

n=39

表 1よ り,卒業要件を単免にしている大学が多いこ

とがわかる。また,卒業要件に課さない大学は,教員

養成系大学でない国立大学である。

3-2 教育実習を行 う学年と時期と期間

質問 3「貴学の教育実習の実施学年と時期および実

習期間について教えてください。」に関しては,各大

学とも教育実習を実習 Iか ら実習Vと いうように複数

回実施 してお り,大学によりその数は様々である。ま

た,教育実習を実施する学年も,2年 から 4年までと

様々であつた。表 1における教員免許を卒業要件に課

す 32大学においては,2週間以上に渡る教育実習に

っぃては,そのほとんど3年次に実施 していた。そこ

で本報告では,教育実習の実施時期のみ集計すること

とした。ただし,各大学が実施する教育実習の種類ご

とを件数 (例 えば教育実習 Iを 1件 とカウン トする)

にまとめた。月がまたがつて実習を実施 している場合

は, 日数が多い月をその実施時期 とした。実施時期

(月 )横軸に件数を縦軸にグラフ化 したものが図 1で

ある。図 1よ り,全国の大学では,9月 実施が多いこ

とがわかる。9月 は大学の授業が実施されない時期で

あるため,実習によつて大学の授業への影響を出さな

いよう学生に配慮 していることがうかがえる。また,

5月 6月 実施の数 (35件 )よ りも 10月 11月 実施の数

項 目「A)教員免許に関わる卒業要件」の調査に対応

する質問は 2である。項目「B)教育実習を行 う学年と

時期と期間」の調査に対応する質問は 3である。項目

「C)教育実習校の附属学校 と公立学校の割合」の調査

に対応する質問は 4である。項目「D)現在の制度にお

いて検討が必要とされている課題」の調査に対応する

質問は 5と 10である。項 目「E)教育実習に関わる授

業科目Jの調査に対応する質問は 6,7,8,9である。

項目 Dに対応する質問 5「現行の教育実習を開始し

た年度を教えて下さい。」においては,各大学におけ

る現行の教育実習に関わるカリキュラムが改正されて

から何年経過 しているのか確認することを意図した。

その理由として,教員免許を出している大学では教育

実習時期の見直しをした時期が必ずあるからである。

実施年数と各大学における教育実習制度が抱える問題

点を明ら力ヽ こすることにより,現状の教員養成にあつ

た教育実習制度に改変する課題が見えてくると考え調

査した。また,項 目 Cに対応する質問 6「教育実習に

際して,その学期に開講している授業では,補講等を

どのように行つていますか。」に関しては,教育実習

により実施できなかつた授業補填の実情を調査するこ

とを意図した。同様に,質問 7「教育実習科目に関す

る質問 ①教育実習に直接的に関わる授業科目があり

ますか。②①で 「はい」と回答の場合, どの科目がど

のように関わつているか教えてください。」に関して

は,教育実習に関わる授業科目および大学教員の関わ

り方に関して調査することを意図した。さらに,質問

8「附属学校における実習に関する質問 ①実習期間

中,実習生への指導に大学教員が体系的に関わつてい

ますか。②①で「はい」と回答の場合,どのように関

わらているか教えてください。③附属学校に,教育実

習カリキュラム等を専門的にコーディネー トする教諭

がいますか。Jに関しては,大学と附属学校との協力

体制を確認することを意図した。「体系的に関わる」

という言葉を入れた理由は,教育実習に関わる授業や

講義としてガイダンスのように単発で導入するものを

数に入れないようにするためである。加えて,質問 9

「教育実習を中心とする4年間の教育臨床体験の体系

*(*教育実践活動や教育ボランティア活動などがカ

リキュラムの中に体系的に位置づけられていること)

が貴学にはありますか」に関しては,教育実習に関わ

る実践的な学習を取り入れた体型的なカリキュラムが
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図 1 教育実習実施時期 (月 )

(41件 )が 多いことから,教育実習は小中学校の 2学

期に実施 していることが多いといえる。

3-3 教育実習校の附属学校 と公立学校の割合

質問 4「教育実習を実施する学校について教えて下

さいc」 に関しては,附属校で実習を行 う学生数と公

立学校の協力 (以後,協力校)に て実施する学生数と

を比較するために,横軸を学生数 (人),縦軸を実習

の種類にしてグラフ化した。なお,実習の種類は先に

述べたように大学において様々あるため,各名称を省

き全て 「実習 1,実習 2」 のように表記 した。表記に

あたっては,各 大学における実習参加学生が一番多い

ものを実習 1と し,以降実習 2,3と した。その結果 ,

実習数が多くなったため,各大学の実習参加人数を集

計して学生参加数が 1000人 を超える教育実習 (実習

1か ら 5)に関して示すこととした (図 2)。

Eigr,m
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2年 ,]ヽ

図 2 附属校と協力校で教育実習を行 う数

図 2よ り,附属での実習が全体の 3分 2程度の害1合

で実施されていることがわかる。実習 4の ように割合

協力校での教育実習が多い場合もあるが,基本的に附

属校での教育実習を中心に展開されていると言える。

3-4 現在の制度において検討が必要とされている課

題

質問 5「現行の教育実習を開始 した年度を教えて下

さいっ」により,各 大学における現行の教育実習開始

年度を調査した。その結果をグラフイヒしたものが図 3

である。

図 3よ り,平成 18年以降に教育実習制度を変更し

ている大学が多いことがわかる。 この結果から,今回

の調査 (平成 24年 H月 実施)では,新 しい制度に

嶋常贅豊

図 3 現行の教育実習開始年度と学校数

移つて 10年未満の大学が 39大学中 24大学と非常に

多いことがわかつた。これは,大学カリキュラムの改

変が全国的に進んでいる証拠の二つとも言える。

質問 10「教育実習に関して,貴学が現在検討の必

要を感 じている課題や問題点等がありましたら教えて

下さい。」では, 自由記述で回答をいただいた。アン

ケー トに協力いただいた 39大学のうち 34大学から回

答があつた。回答内容から,各大学が抱える課題を以

下の項目で分類した。

(ア )学生指導に関わる問題

(イ )実習校の確保の問題

(ウ )教職実践演習 と関連 した教育実習の位置づけに

関する問題

(工 )附属校に対する負担や連携に関する問題

(オ )実習時期に関する問題

(力 )成績評価の問題

(キ )大学教員への負担の問題

(ク )卒業要件を教員免許単免化にしたことによる問

題

上記 (ア )か ら (ク )の内容について述べている回答

数を調べた。各回答の中に,それぞれの項目に関連 し

述べている箇所があれば,1件 とカウン トした。例え

ば,項 目(ア )「学生指導に関わる問題」について 「学

生自身の教育実習に対する意識の低下をもつとも懸念

している。」や 「学生のモチベーションに差が生じて

いる」をそれぞれカウン トした。分類 した結果を表 2

に示す。

表 2 検討が必要 とされる課題

項 目 課題 として回答があった内容 件数

(ア ) 学生指導

(イ ) 実習校の確保

(ウ ) 教育実習の位置づけ

(工 ) 附属校への負担や連携 4

(オ ) 実習時期に関する 4

(力 ) 成績評価 1

(キ ) 大学教員への負担 1

(ク ) 免許単免化 1
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表 2よ り,項 目(ア )「学生指導に関わる問題」を課

題として指摘する大学が 9件 と非常に多かった。これ

は,教育実習に参加する大学生の中でも,教員を志望

していない学生に対する指導や教員としての資質に欠

ける学生への教育等のあり方に課題を抱えている大学

が多いことを示 している。また,項 目(ウ )「教職実践

演習と関連 した教育実習の位置づけに関する問題」を

指摘する大学が 7件 と多いことから,教育実習に関わ

る体系的なカリキュラム作り,特に教職実践演習との

関係を検討している大学 も多いことが示唆されたcこ

れは,学生の教職に対する資質や能力を高める意味で

も,重要な課題として各大学が認識 していることがう

かがえる。さらに,項 目(イ )「実習校の確保の問題」

が 8件 と多く,附属校以外の教育実習協力校確保にも

問題を抱えている大学が多いこと明らかになつた。

3-5 教育実習に関わる授業科目

質問 6から質問 9(質問 7に関しては①,質問 8に

関 しては①と③)の回答をグラフによとめたものを図

4に示す。

事響6:■ 詳財筆
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図 5か ら,実践的な授業研究を行 う科 目が設定され

ていることがわかる。

質問 8① 「実習期間中,実習生への指導に大学教員

が体系的に関わつていますかc」 に関しては,大学教

員が体系的指導に関わつていると回答 した数が,24
大学 (約 60%)と 多いことがわかった (図 4)。 質問 8

②に関しては図 5に 示した授業を通 じて実践的な指導

に関わつているという回答が多数であつた。教科教育

法等の授業を通して実践的な授業 (槙擬授業や指導案

作成等)を展開していることがわかつた。

質問 8③ 「附属学校に,教育実習カリキュラム等を

専門的にコーディネー トする教諭がいますか。」に関

しては, コーディネータ教諭が置かれている大学が

12大学 (約 30%)と 少ないことがわかかつた (図 4)。

質問 9「教育実習を中′いとする 4年間の教育臨床体

験の体系*(*教 育実践活動や教育ボランティア活動

などがカリキュラムの中に体系的に位置づけられてい

ること)が 貴学にはありますかっ」に関しては,「あ

る」と回答 した大学は 21大学 (約 50%)で あつた

(図 4)。 このことから,教育実践活動や教育ボラン

ティア活動をカリキュラムの中に位置づけている大学

が増えているといえる。

4.考察

質問 10「教育実習に関して,貴学が現在検討のZ、

要を感 じている課題や問題点等がありましたら教えて

下さい。」の回答内容として 「学生指導」をあげる大

学が多かった。その理由として,各 自治体における教

員採用率の低下に伴い教職志望をあきらめる学生数が

増加していることが背景にあると考えられる。教育実

習は,教員免許を取得する上で必要な授業単位である。

かつては,教育実習は教員志望動機が確実な学生が附

属校や公立学校に出向いて実習するものであったと考

えられるが,教員養成系大学では卒業要件を満たすた

めに必要な実習に陥つているともいえる。さらに,教

育実習は,2週間から 3週 間と長い期間にわたり学生

たちを教育現場に拘束する特殊性 も含んでいるcそれ

が,教職志望を持たない学生の教育実習に関わる様々

な問題を生んでいると考えられる。加えて,質問 10

の回答の中で 「(ウ )教職実践演習と関連 した教育実習

の位置づけに関する問題」の回答数が 7件 と多かつた

ことからも,教育実習の教職実践演習と関連させた位

置づけの必要性にも迫られているといえるc質問 5の

回答でも明らかなように,各大学の教育実習制度が出

来上がつて 10年未満の大学が多かったにもかかわら

ず,こ のような検討課題が多い理由は,教育実習を単

に免許取得のためのZ、修科目的な扱いから,教育を臨

床的な見地から捉える実践研究的な実習へと変えてい

く努力が大学に求められている現れであると考える。

そのような中でも教育実習に関わる体系的な授業科目

■な|

図 4 質問 6か ら9の回答

質問 6「教育実習に際 して,そ の学期に開講 してい

る授業では,補講等をどのように行つていますか。」

に関しては,補講措置を行つている大学の数が 16校

(全体の約 40%)と 比較的少ないことがわかつた。

質問 7① 「教育実習に直接的に関わる授業科目があり

ますかっ」に関しては,約半数の 20大学が設定して

いることがわかつた。20大学から回答があつた授業

科目名を図 5に示す。

教育実践研究 A― I,教育実践研究 A― Ⅱ,教育実践研究 A

Ⅲ,教職実践演習,教育実践基礎演習,教科教育法,フ レ教

育実習,実践省察研究 I,○ ○科カリキュラム研究,○ ○科

授業研究,教 fl授 業基礎演習,初等科授業研究,教科授業研

究, トライアル, リサーチ,基礎実習,養護教諭基礎実習 ,

教育実習入門,教育実習観察,幼児教育基礎実習,学校教育

実習演習,一部の教科の指導法で指導計画の立案,模擬授業

等,参加観察実習,教育実践フィール ド演習 I・ Ⅱ・Ⅲ,教

育実践体験演習,実践研究,観察実習,支援実習,応 用実

習,イ ンターンシッフ,教育フィール ド研究,教育実践研

究,教育実地研究基礎,教育実地研究,教職入門ゼ ミ,教職

展開ゼ ミ

図 5 教育実習に関わる授業科目名
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や臨床的・体系的カリキュラムの設置 (図 4)を進め

ている大学の成果報告を期待 したい。

6 まとめ

全国の国立大学法人の中で,教員免許取得可能な大

学を対象 として教育実習に関してアンケー ト調査を

行った。その結果,39大学より回答を得た。その中

でも項目 D「現在の制度において検討が必要とされて

いる課題」や項目 E「教育実習に関わる授業科目」か

らは,各大学における教育実習への検討課題やそれに

対応 して作られた大学独自の教育科目が設置されてい

ることが明らかになった。

教育実習に関しては,上家ら が教員の資質・能力

の推移と教育実習の関わ りについて調査 したり,中 田

ら いが,教育実習生の成長・発達の契機を授業研究を

通して調査 した りしている。また,相 良ら いは教育実

習の事前・事後教育に関して調査など,教育実習に関

連する研究は大学の研究者を中′とヽに進められている。

しか し,教育実習を教育を実践研究する場として捉え

たカリキュラムの検討は行われていなかった。

今回の調査により,橘川 Dや川村
〕らの研究報告の

ように学生のモチベーションや教育実習経験による学

生自身の学業への取 り組み方の変化等の研究を深める

必要がある。それと同時に,大学の教育実習のあり方

を学業や実践的・臨床的研究へと位置づけていくカリ

キュラムの研究が重要になるといえる。今後は, カリ

キュラム等の研究を積極的に進めていく必要があると

考えられる。

最後にアンケー トにご協力いただいた,愛知教育大

学,茨城大学,岩手大学,愛媛大学,大分大学,大阪

教育大学,鹿児島大学,金沢大学,岐阜大学,熊本大

学,群馬大学,高知大学,埼玉大学,佐賀大学,滋賀

大学,信州大学,筑波大学,東京学芸大学,東京芸術

大学,東北大学,富山大学,長崎大学,奈良教育大学 ,

奈良女子大学,1島 門教育大学,新潟大学,兵庫教育大

学,弘前大学,広島大学,福井大学,福島大学,北海

道教育大学, 二重大学,宮城教育大学,宮崎大学,山

形大学,山 口大学,横浜国立大学,和歌山大学に感謝

申し上げます。
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1 大学・学部名を教えてください。

大学名 ( )大学  ( )学部

2 貴学の教 員免許 に関わ る卒業要件 について教 えて下 さい。

[静岡大学の場合]

・教育実践学専修及び教育心理学専修 (旧心理・教育専攻)

→小学校二種免許と中学校二種免許

・幼児教育専修   →幼稚園一種免許と小学校二種免許

・特別支援教育専攻 →特別支援学校一種免許と、小学校二種免許又は中学校二種免許

・各教科専攻    →小学校Ⅱ種免許と中学校 I種免許

3 貴学の教育実習の実施学年 と時期および実習期間について教えて ください。

回答は、(種類)― (学年)― (時期)― (期間) の順で記入 して下 さい。

[静岡大学の場合]

(種類 )―  (学年) ― (時 期) ― (期間 )

・ (実習 I)―  (2年) ― (10月 ) ― (1週間)

・(実習Ⅱ)一  (3年) ― (5月 ) 一 (3週間)

・(実習Ⅲ)―  (3年) ― (6月 ) ― (2週間)

【回答】

・ (

・ (

・ (

・ (

専攻)→  (

専攻)→  (

専攻)→  (

専攻)→  (

【回答】

・ (

・ (

・ (

・ (

一
　

一
　

一
　

一

年) ― (
年) ― (
年) ― (
年) ― (

月)―  (

月)―  (

月)―  (

月)―  (

週間)

週間 )

週間)

週間)
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4 教育実習を実施する学校について教えて下 さい。

回答は (種類)―  (学生数)― (学校の種類)の順でご記入下さい。

[静岡大学の場合]

・ (実習 I)―  (317名 )― (附属校(7校 )で実施)

・ (実習Ⅱ)―  (216名 )― (115名  附属校(7校)、 101名  公立学校(′lヽ学ω で実施)

・ (実習Ⅲ)―  (216名 )― (115名 附属校(7校 )、 101名  公立学校(中学ω で実施)

5 現行の教育実習を開始 した年度を教えて下 さい。

[静岡大学の場合]平成 10年度

【開始の経緯】それまでは、4年次に3週間(実習Ⅱ)と 2週 間(実習Ⅲ)の実習を続けて行

う教育実習体制であつた。 しかし、新規教員採用者数の減少等の状況があり、4年次学生

が教員採用準備や就職活動等を充分に行えるようにする必、要があつた。

【回答】(

【開始の経緯】

年度)

6 教育実習に際 して、その学期に開講 している授業では、補講等 をどのように

行 っていますか。

[静岡大学の場合]

3年前期 (5月 ～ 6月 )に 5週間連続して教育実習を行つているために、あまり授業科目

を置くことができない。また、置いている場合は、2コ マを用いて開講するか、実習部分

の5回分を集中講義で行つている。教養科目については、この学期の履修を規制している。

【回答】

【回答】

・ (   )一

。
(     )―

・ (     )一

。
(     )一

(

(

(

(

名)一 (

名)― (

名)― (

名)― (
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7 教育実習に関わる授業科目についてお尋ねします。

① 教育実習に直接的に関わる授業科目がありますか (教育実習ガイダンスや事

前・事後指導、および教職実践演習を除く)。

【回答】 はい・いいえ

② ①で「はい」と回答の場合、どの科目がどのように関わつているか教えてく

ださい。

【回答】

8 附属学校における実習についてお尋ねします。

① 実習期間中、実習生への指導に大学教員が体系的に関わつていますか。

【回答】 はい。いいえ

② ①で「はい」と回答の場合、どのように関わつているか教えてください。

【回答】

③ 附属学校に、教育実習カリキユラム等を専門的にコーディネートする教諭

がいますか。

【回答】 はい・いいえ

9教育実習を中心とする 4年間の教育臨床体験の体系
中

(・教育実践活動や教育

ボランティア活動などがカリキユラムの中に体系的に位置づけられているこ

と)が貴学にはありますか。また、それに関する資料がございましたら、ご

送付をお願いできないでしょうか。

【回答】

① 教育臨床体験の体系                   ・ある  。ない

② ①の回答が『あるJの方のみ回答願います。

資料の送付          .可 能  ・不可能

尊鋼磨 ″可籠な場合.アンタ=“珀階 同封またな″″循 仏ιツぴ ″ιてι:たにヽう漏″ ツ ま九
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10.教育実習に関 して、貴学が現在検討の必要 を感 じている課題や問題点等が

あ りま した ら教えて下さい。

[静岡大学の場合]

現行制度では、3年前期 (5月 ～ 6月 )に 5週間 (実習Ⅱ3週間十実習m2週間)連続

して教育実習を行つている。 しかし、①実習Ⅲでの実習生の疲労感が目立つ、②実習Ⅱの

課題や反省点を振り返る間もないという学部 附属校双方の認識がある、③ 3年前期に授

業科目を置けないため2年次と3年次後期に過重な科日配置となっているという問題が生

じている。こうした傾向は、平成 25度入学生から「キャップ制」が導入されることや、「指

導法J関連の教職必修 5科 日について「初等用」 「中等用Jの校種別履修を課すことから

早急に対応する必要が生じている。そこで、現在、実習Ⅱと実習Ⅲの実施時期を分離する

方向で、学部と附属学校園の正副校園長で継続審議中である。

【回答】

質問事項は以上です。ご回答ありがとうございました。
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